
 

   

大泉図書館キャラクター 

おおちゃん  いずみん  

     

     

「Benjamin’s 365 birthdays  

浜中文庫は日本語に翻訳されていない絵本や、日本人
絵本作家によって描かれ外国で翻訳出版された絵本な
ども所蔵しています。大泉図書館の初代館長故浜中董弘
(ただひろ)氏は、開館に際し尽力されましたが、１９８２
(昭和５５)年２月１日の開館を見ることなく亡くなられまし
た。浜中館長のご遺族が、当館の図書購入費として役立
てて欲しいと寄付されたお金で購入した外国語の絵本の
コーナー、それが『浜中文庫』です。 

現在の会員数は10名程。毎月、大泉図書館の会議室を

利用して活動しています。毎回、浜中文庫コーナーの中

から作品を選び原文と翻訳、選定理由を発表していき

ながら作品を味わい深く知ることを目的とした会です。  

5月の「浜中文庫を楽しむ会」で紹介された1冊 

 

大泉読書サロンとは 

おすすめ本の発表は、ひとり1～数冊、ジャンルにとら

われることなく自由な形で紹介していただき、紹介し

た本は、テーブルを1台用意して、そこに置いて各自で

ご覧いただくようにしました。また、紹介本のPOP作

成にあたって、それぞれ決めたしるしやイニシャルな

どを記入していただき、おすすめした人の本の傾向を

わかるようにしました。作成したPOPは、5月19日

(月)より1階文庫コーナーにて、紹介本(大泉所蔵の場

合)と一緒に1ヶ月間展示します。次回は、2F会議室に

て7月19日(土)14時から15時30分開催を予定して

います。 

このイベントは、奇数月の第３土曜

日に開催しています。毎回テーマは

決めず、参加された方は、紹介する

本を5分程度にて発表しています。

見学も大歓迎です。 



『古本屋の誕生 東京古書店史』   

年代別に製作された書物を古典

籍、古書、古本に分類して、古書

店と古本屋の違いを定義し、江

戸・明治・大正・昭和とつづく古書

店の歴史を紐解きます。古書店を

守り発展させ続ける書籍の文化を

感じさせる１冊。 

『民俗学で考える』  

(Ｋ.Ａ) 

『にくのくいーん』 

肉の国の、おきさきさまたちが、じま

んの肉料理を持ち寄ってランチパー

ティーのはじまりです。ローストビー

フ、カラアゲ、ハンバーグなど、次々と

料理が登場します。絵を見ていると

おなかが空いてくること間違いなしの

絵本です。 
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一般書 

一般書 

青少年 

 ミニライブラリーニュース(5/27～6/22)より抜粋 ※オリジナル版は1階男子・女子トイレにてご覧いただけます。 

『最後の冒険家』 石川直樹/著 集英社 請求記号ｲｼ 

児童書 

寺西恵里子/著 日本ヴォーグ社 
請求記号Y594 

（Ｓ.Ｓ） (Ｙ.Ｔ) 

     

 
一般・特集「Tick Tack～時の記念日～」
6月10日の時の記念日にちなんで、時間や時計をテーマにした本を集
めて展示します。 

生活・くらしの特集 「華のある日々を!！」
花の咲く季節にちなんで、花モチーフの手芸やお菓子作りの本、豪華
な料理やテーブルセッティングなどの本を集めて展示します。 

地域展示「わたしのまちの避難拠点」 
大泉図書館のある大泉学園周辺地の避難拠点を紹介し、関連資
料を展示します。 

浜中文庫展示「Rain and Rainbow(雨と虹)｣ 
梅雨時に、雨と虹が印象的な絵本を浜中文庫の中から選んでご紹
介します。 

青少年・特集「吾輩は○○である。」    

タイトルに人や動物、主人公の名前がついている本を展示します。 

児童・特集 「持続可能な開発目標(SDGs)展示」 

17のグローバルな目標「持続可能な開発目標(SDGs)」をふまえた関

連本を集めて展示します。

視聴覚・特集「花の共演」  

春にちなんで、「花の名」をテーマに幅広いジャンルのCDを展示します。 


